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授業内容 

この授業では、ヘーゲル『法哲学』を用いて、法とは何か、

権力とは何か、国家とは何かなどの法哲学的諸問題を取り上げ

る。 
科目概要 

到達目標 
ヘーゲルの西洋近代思想について学び、その法哲学について

理解する。 

授業計画 

（1）  法哲学を学ぶためのオリエンテーション 

（2）  抽象的法権利 

（3）  所有権 

（4）  道徳的主体 

（5）  習俗規範 

（6）  個人と国家 

（7）  国家学 

（8）  自由 

（9）  意思 

（10） 精神 

（11） 法権利 

（12） ホッブス 

（13） スピノザ 

（14） ロック 

（15） 総まとめ 

事前学習 
・「使用教材・参考文献」を前もって読んでおくこと。 

・意味のわからない用語は辞書等で事前に調べておくこと。 

自学自習 

事後学習 ・授業終了後、学習した内容を復習しておくこと。 

使用教材・ 

参考文献 
【教】ヘーゲル『法権利の哲学』未知谷 1991年 

成績評価方法

と基準 

<基準>ヘーゲルの法哲学が理解できたものは合格とする。 

<方法>テスト（30%）、平常点(30%)、レポート(40%) 

備考 

第1回目の授業時にオリエンテーション(授業の受け方や単位の取り方な

どの説明)を行うので、必ず出席する。 

教科書・ノートを事前に準備する。ルーズリーフは不可。 




